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インターネットの郵便局

Eudora登場
マックユーザーにはおなじみのメールソフト『Eudora』の日本語対応製品バージョンが、クニリサーチインターナ

ショナルから発売されることになった。9月にまずウィンドウズ版が発売され、続いてマック版が発売される予定だ。

マック用メールソフトの定番として多くのユーザーに使われているフリーウェアバージョンのEudoraは、製品バー

ジョンになってどこがどう変わったのか。一足先に発売されるウィンドウズ版のβバージョンで、その機能と操作

性を検証する。
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【Eudora命名の理由は、

「郵便局に住んでいるようなものだから」】

GopherやCU-SeeMeなど、インターネ

ットで使われるプロトコルの名称やソフト

名には一見意味不明だが、理由を聞くとな

かなかウィットに富んでいてしゃれたものが

ある。メールソフトのEudora（ユードラ）

もそのひとつだ。これはElectronicなんと

かの略だろうと思っていたら、まったくそ

うではなく、命名の由来は人名だった。

「私が郵便局に住む理由（Why I Live at

the P.O.）」という短編小説がある。Eudora

のオリジナルバージョンを作ったSteve

Dornerは、この小説の作者Eudora Welty

の名前をとって、自分が開発したメールソ

フトを「Eudora」と名づけたという。

Eudoraのオリジナルバージョンはマック

版で、Dornerは開発した当時、イリノイ

大学で働いていたため、これをフリーウェ

アとして配布した。操作が簡単で機能的に

も優れていたEudoraは、またたく間にマッ

ク用メールソフトの定番となったのだった。

1992年、Dornerはイリノイ大学を辞め

QUALCOMM社に入社したあとも、

Eudoraの改良を続行した。QUALCOMM

はそれまでと同じようにフリーウェアとして

配布する一方で、新たに商品バージョンと

して2.0を開発し、「Eudora Pro」のタイト

ルで発売している。今回、クニリサーチイ

ンターナショナルが発売するのは、この最

新バージョン2.1の日本語版だ。

Eudoraは日本でも評判になり、Dorner

がイリノイ大学時代に開発したマック版の

フリーウェア・バージョンを、北陸先端技

術大学院大学の篠田陽一さんやアシックス

の中田了さんが日本語に移植した。中田さ

んがVer.1.3.1を元に作ったJ1.3.8.5が、現

在の最新バージョンだ。

今回試用したウィンドウズ版の製品バー

ジョンと、フリーウェア・バージョンのマ

ック版を比較するのは的確ではないかもし

れないが、大きく変わったのが画面デザイ

ンだ。ウィンドウ上部にツールバーが加わ

り、ここに頻繁に使うコマンドがボタン化

されて配置されたのだ。おかげで、メニュ

ーからいちいちプルダウンメニューを引き出

さずにすむ。

もちろん、製品バージョンは単にインタ

ーフェイスが向上しただけではない。送受

信メールのメールボックスへの自動振り分

け、添付書類のMIMEエンコードや

UUencodeへの対応などなど、機能的にも

大幅に拡張されている。

【メールを送受信するための

最低限の環境設定】

Eudoraの使用環境は、「特別メニュー」

から「環境設定（S）...」を選び（図2-1）、

表示された環境設定ウィンドウ（図2-1）

で設定する。ここで、「個人情報」「ホスト」

「メール確認」など11に分類されたカテゴリ

ーの各項目を設定していくのだ。デフォル

トのままで特に問題のない項目もあるが、

メールアドレスや本名、メールサーバーな

どは自分の環境に合わせて必ず設定しなけ

ればならない。

まずウィンドウ左側に並んだカテゴリーか

ら「基本設定」を選択する。ここで必ず設

定しないといけないのが、「POPアカウント」

「本名」と「接続方法」の3つの項目だ。

「POPアカウント」には自分のメールアドレ

ス、「氏名」には文字どおり自分の氏名を入

力する。氏名は、アルファベット、漢字、

または両方を併記してもかまわない。「接続

方法」は、「Winsock」をチェックする。

最下段の「漢字コード」は、メールをや

り取りする相手がパソコンだけならば

「Shift-JIS」でもかまわない。だが、インタ

ーネットで使われる漢字コードは7ビットの

JISコードが主流だから、ここは「JIS 7bit」

をチェックする。

次のカテゴリー「個人情報」（図2 -3）の

うち、上の2項目はすでに設定済みだ。「返

信アドレス」は、返信を「POPアドレス」で

指定したメールアドレス以外のところに送

ってほしい場合に設定するオプションなの

で、空欄のままでかまわない。「ダイアルア

ップユーザ名」も、空欄のままでいい。

3番目のカテゴリー「ホスト」（図2 -4）で必
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画面1 : マック版Eudora-J1.3.8.5（左）とウィンドウズ版（右）2.1b16-Jの画面

今回の評価は開発中のβバージョンで行ったため、製品版の画面デザインや細かい仕様が

本文とは異なる場合もあります。また今回は、日本語版ウィンドウズ95の最終βバージョ

ン上でEudoraを使ってみましたが、使用するうえで特に問題はありませんでした。
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図2: Eudoraの環境設定のダイアログボックス

図2-4 :メールを送信する場合のサーバー（SMTPサー
バー）を指定する

図2-8 : 表示するフォントの設定をする

図2-3 : 相手から返信する場合の返信先アドレスなど
を指定する

図2-7 : バイナリファイルなどを添付する場合の変換方
法を設定する

図2-11 : 返信時の設定をする

図2-2 : 基本設定。POPサーバーのアカウントなどを
設定する

図2-6 : メールを送信する場合の各種設定をする 図2-10 : 警告音を設定する

図2-1 : Eudoraの設定は「環境設定」メニューで行
う

図2-5 : POPサーバーからのメールの受け取りかたを
指定する

図2-9 : 表示する色（ラベル）と意味を設定する
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ず設定しなければならないのは「SMTP」で、

ここにはメールサーバー名を入力する。「Ph」

はインターネットの電話帳であるPhoneサー

バー名、「Finger」はユーザーのステイタスが

登録されているFingerサーバー名を入力す

るが、空欄のままでかまわない。

以上の項目を設定すれば、メールの送受

信はできるようになる。「メール確認」以下

の8つのカテゴリーは、環境に合わせてカ

スタマイズするための設定項目だ。

【使用環境のカスタマイズ】

「環境設定」4番目のカテゴリー「メール

確認」は、メールの受信方法を設定する項

目だ（図2 -5）。Eudoraは手動で着信メー

ルを確認できるほか、指定した時間間隔で

新しいメールが届いているかどうかを自動

的にチェックさせることもできる。通常、

受け取ったメールはサーバーから削除され

るが、残しておくことも可能だ。例えば複

数のコンピュータでメールを送受信する場

合でも、ある決まったコンピュータにまと

めたおいたほうが、メールを管理しやすい。

そんなときに、1台のコンピュータだけ読ん

だメールをサーバーから削除する設定にし

ておいて、他のコンピュータはサーバーに

残す設定にしておくのだ。

指定した日数が経過すると、サーバーから

メールを削除させるような設定もできる。未

読メールの判定法は3種類あるが、通常は

一番はじめの「まだ読んでいない最初の記

事」をチェックしておけば問題ない。

「メール送信」では、メールの送信方法

を設定する（図2 - 6）。送信には1通ごとに

手動で送信するモードと、全メールを一括

して送信するモードがあり、「ただちに送

信」をチェックすると1通ごとの手動送信

モード、チェックをはずすと一括送信モー

ドになる。一括送信モードの場合、「送信

時に確認」をチェックしておけば、着信メ

ールをチェックしたときに送信待ちのメー

ルが発信される。そのほか、ここでは送信

メールを保存するかどうか、メール本文を

ウィンドウ幅に合わせて自動的にワードラ

ップ（折り返し）させるかどうか、署名を使

用するかどうかといった項目を設定する。

メールには、本文とは別のファイルを添

付することができる。ところがインターネ

ットメールでは、基本的にテキストデータ

しかやり取りできないから、テキスト以外

のファイルはテキストデータの形にエンコー

ド（変換）しないと添付できない。この添付

書類のエンコード方法を設定するのが「添

付」だ（図2 -7）。Eudoraにはエンコード方

法として、「MIME」「B i nH e x」と

「UUencode」の3種類が用意されている。

そのどれを使うかを、ここで設定するのだ。

MIMEはメールに使われるもっとも一般

的なエンコード方法で、「BASE64」と呼ば

れる方式でファイルをテキスト形式に変換

する。BinHexはマック独特の変換方法で、

マック版フリーウェア・バージョンのEudora

でも使われている。そして、3番目のUU

encodeはUNIXの変換方式だ。「メッセー

ジの本体に添付書類を入れる」をチェック

しておくと、添付書類の内容がメッセージ

本文に挿入される。

「フォントと画面」では、画面フォント

と印刷フォントや、メッセージウィンドウ

の幅や高さなどを設定する（図2 -8）。その

ほか、ツールバーやステータスバーの表示/

非表示の設定もここで行う。

各メールにはラベルを付け、内容や重要

度などを色で区別することができる。これを

設定するのが「ラベル」で、ラベルの色を変

更することも可能だ（図2 -9）。次の「警告」

では、メール到着をユーザーにどう知らせる

かを設定する。通知の仕方には、警告ダイ

アログの表示、メールボックスのオープン、

サウンドの3種類の方法がある（図2 -10）。

送られてきたメールの返信を誰に出すか

を設定するのが「返信」だ（図2 -11）。電

子メールは、宛先（To:）に複数のメールア

ドレスを指定できる。こうしたメールに返

信する場合、メールの差出人だけに返信す

るのか、あるいは宛先フィールドに書かれ

ている全員に返信するのかを決めるのだ。

全員に返信を出すとき、自分自身を含むの

か含まないのか、また差出人以外の宛先を

To:フィールドに入れるか、Cc:フィールド

に入れるかといったことも設定できる。

なお、最後の「ダイアルアップ」は、IP

接続の場合には設定する必要はない。

【メールの受信】

指定した時間間隔で自動的に新着メー

ルをチェックできるEudoraだが、手動で着

信メールを確認することもできる。ファイ

ルメニューから、「メールの確認」を選ぶの

だ。あるいは、ショートカットキーを使っ

てctrl+Mキーでも、ツールバー左から4番

目のボタンをクリックしてもいい。

新しいメールが届いていると、「環境設

定」の「警告」で設定した方法でメール到

着を知らせてくれる。「警告」で「到着時、

メールボックスオープン」をチェックしてあ

ると、受信ボックスが自動的に開くが、そ

うでない場合には「メールボックス・メニ

ュー」の「受信」を選ぶか、ツールバー左

から3番目の受信ボックス・ボタンをクリッ

クすれば受信ボックスが開く。

受信メールボックスをはじめすべてのメ

ールボックスには、各メールの概要が表示

される。これを「メッセージサマリー」と

呼び、左から順番にステータス（状態）、

優先順位、添付書類の有無、差出人の氏

名、着信日時、メールサイズ、サブジェク

ト（題名）を示している。ステータスが空

欄のメールは既読を表し、未読の場合には

「●」が表示される。

メールを読むときは、メッセージサマリ

ーのどこかにカーソルを合わせて、マウス

の左ボタンをダブルクリックする。あるい

は、ツールバーの中央にある青い左向き矢

印ボタンか、赤い右向き矢印ボタンをクリ

ックしてもいい。さらに左向き矢印ボタン

をクリックすればその前のメールを、また

右向き矢印ボタンをクリックするとその次

のメールが開かれる。

メールは、を受発信した日時（Date:）、

宛先（To:）や差出人（from:）などが書かれ

た「メッセージ・ヘッダ」と、本文が書かれ

た「メッセージ・ボディ」で構成される。

プライオリティ・コンボボックスの左側

には、最大3つのアイコンが表示されるが、
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どのメールでも必ず表示されるのが

「BLAH,BLAH,BLAHアイコン」だ。メッ

セージ・ヘッダには、上に書いたほかに、

そのメールがどこをどう経由したかを示す

「Received :」や、そのメール固有の番号を

表す「Message-ID」、どんなメールソフト

を使って書かれたものかを示す「X-Sender」

などが書かれている。こうしたデータが必

要なこともあるが、常にすべてのヘッダを

表示させておく必要はない。そこで必要最

小限のヘッダだけの表示と、全ヘッダの表

示を切り替えるときに、「BLAH, BLAH,

BLAHアイコン」 を使うのだ。

英語で「なんだかんだ言う」「ああだこう

だと書いてある」というときに、よく

「blah, blah, blah」という表現を使う。ヘッ

ダには一見してわけのわからないことがい

ろいろ書かれているところから、こうした名

称が付いたのだろう。

「環境設定」の「メール確認」でメール

をサーバーに残す設定をして、サーバーに

まだメールが残っているとき、「BLAH,

BLAH, BLAHアイコン」の右側に「Trash

アイコン」が表示される。このアイコンを

クリックすると、そのメールがサーバーから

削除されるのだ。Eudoraは、メールサイズ

が設定した容量より大きい場合、メッセー

ジをすべてロードせず、最初の数行だけを

ロードするような設定ができる。これも

「環境設定」の「メール確認」で設定する

が、このスイッチがオンになっているとき、

設定容量より大きなメールに「Fetchアイ

コン」が付く。Fetchアイコンをクリック

すると、こうしたメールのメッセージをすべ

てダウンロードすることができる。

メールに添付書類がある場合には、ヘッ

ダに「X-Attachments :」フィールドが追加

され、添付書類のファイル名が表示される。

同時に、ボディには「添付ファイルの変

換：C:¥EUDORAS¥ファイル名」の1行が

挿入される。添付書類を開くには、この行

のどこかでマウスボタンをクリックしてか

ら、「ファイルメニュー」の「添付ファイル

を開く」を選択するか、挿入された行の上

でマウスボタンをダブルクリックする。そう

すると、例えばそのファイルがグラフィッ

クデータであれば、ファイルフォーマットに

対応したグラフィックツールが起動して、

グラフィックが表示されるのだ。

【メール送信】

メールを送信するときは、「メッセージメ

ニュー」から「メッセージの作成」を選ぶ

か、ツールバー左から5番目の「メッセー

ジの作成」ボタンをクリックする。すると

メッセージ・ウィンドウが開くので、ここ

に受取人のメールアドレス（To :）、サブジ

ェクト（Subject :）やメッセージ本文入力す

る（図3）。「To :」フィールドには、カンマ

（,）で区切って複数のメールアドレスを指

定することもできる。

電子メールには、通常の手紙のような形

式張った時候のあいさつなどは不要だが、

メッセージの最後に「署名（シグニチャー）」

を付けるのが一般的だ。署名に特に決まっ

た書式はないが、氏名、メールアドレスの

ほかにホームページのURLや所属団体名、

場合によっては住所や電話番号を書いてあ

る人もいる。だが、メールを出すたびにい

ちいち署名を入力するのは面倒くさい。そ

こでEudoraには、署名を別ファイルとして

作っておいて、メッセージの最後に自動的

に付け加えてくれる機能が付いている。な

お、今回発売されるバージョンでは、署名

を2パターン登録できるようになっている。

署名を編集するには、「ウィンドウメニュ

ー」から「署名」または「別署名」を選択

する（図4）。署名ウィンドウまたは別署名

ウィンドウに適当な署名を入力し、ウィン

ドウを閉じれば署名ファイル完成。「初期

設定」の「メール送信」で「署名を使用」

をチェックしておけば、メッセージの文末

に自動的に署名が挿入される。

送信メールを作成し終わったら、メッセ

ージウィンドウの「送信」ボタンをクリッ

図5: メールの返信をする（相
手の文章の行頭には「＞」記
号がつく）

図3: 新規のメールを作成する

図4: 「署名」（シグネチャ）を
作成する
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ク。宛先のメールアドレスに間違いがなけ

れば、メールは受取人に配信される。ただ

し、これは、「環境設定」の「メール送信」

で「ただちに送信」をチェックしてある場

合だ。チェックしていない場合には、「送

信」ボタンの代わりに「Queue（待機）」ボ

タンが表示される。このボタンを押すとメ

ールは送信待ちの状態になり、「ファイルメ

ニュー」から「送信待ちメールの送信」を

選ぶまで送信されない。そして「送信待ち

メールの送信」が実行されると、待機して

いた全メールが一括して送信されるのだ。

【返信、転送と回送】

送られてきたメールに返事を出すことも

ある。こうしたときに使うのが、「返信

（Reply）」だ。受信ボックスなどメールボ

ックスから返信を出したいメールを選択し、

反転表示させた状態で、「メッセージメニ

ュー」の「返信」を選ぶと返信メッセージ

のウィンドウが開く（図5）。あるいは、ツ

ールボックスの「メッセージの作成」ボタ

ンの右側にある「返信」ボタンをクリック

してもいい。

メッセージウィンドウには、引用符（>）

が付いた状態で元メールの本文が表示され

ている。ここから不要な部分を削除し、コ

メントを書き加えるのだ。

受信したメールを別の相手に転送

（Forward）したいときは、転送したいメー

ルを反転表示させてから、「メッセージメニ

ュー」の「転送」を選ぶか、ツールバーの

「転送」ボタンをクリックする。開いたメッ

セージ・ウィンドウには、ヘッダを含めて

メッセージ全体に引用符が付いた状態で元

メールの内容が表示されるはずだ。

受信したメールを、引用符なしで別の相

手に送ることもできる。これは、転送と区

別するために「回送（Redirect）」と呼ばれ

る。メールを回送するには、回送したいメ

ールを反転表示させておき、「メッセージメ

ニュー」から「回送」を選ぶか、ツールバ

ーの「回送」ボタンをクリック。開いたウ

ィンドウの内容は、元メールとほとんど変

わらない。ヘッダの「From:」フィールド

に、（ ）付きで回送者の氏名とメールアド

レスが付け加えられる。違いはそれだけだ。

メールを整理・分類するメールボックス

メールは、あっという間にたまる。ツー

ルバーの左端の「削除」ボタンをクリック

すれば、反転表示させてあるメールを削除

できるが、それでもいつの間にかメールは

増えるばかり。山のようなメールを整理す

るときに便利なのが、「メールボックス」だ。

差出人やサブジェクト別にメールボックス

を用意しておけば、メールを整理・分類し

やすいし、「確かあのメールに……」という

ときのメール探しも楽になる。

メールボックスを作るのは簡単だ。「メー

ルボックス・メニュー」から「新規」を選

ぶと新規メールボックス・ウィンドウが開

くから、ここにメールボックスの名称を入

力すればいい（図6）。

ここで入力フィールドの下にある「フォ

ルダとして」をチェックすると、メールボ

ックスではなく新しいフォルダが作られる。

つまり、メールボックスを階層構造にする

ことができるのだ。たとえば、メールを

「個人用」、「仕事用」と「メーリングリス

ト」の3つに大別するとしよう。まずこの3

つのフォルダーを作っておいて、そのなか

にメールボックスを作っていけばいいのだ。

こうすれば、メールはさらに整理・分類し

やすくなる。

メールボックスを作ったら、次はメール

ボックスへのメールの転送だ。Shiftキーを

押しながらクリックすると、挟まれた範囲

のメールをすべて選択できる。また、Ctrl

キーを押しながらクリックすると、クリッ

クしたメールだけを反転表示に変えられる。

こうやって転送するメールを反転表示させ

ておき、「転送メニュー」を開いて転送先

のメールボックスを選択するのだ。これで、

選んだメールはすべて指定したメールボッ

クスへと転送される（図7）。

いったん作ったメールボックスを、編集す

ることもできる。「ウィンドウ・メニュー」か

ら「メールボックス」を開くと、メールボッ

クス・ウィンドウが開く。ここで不要にな

ったメールボックスを削除したり、名称を変

更したり、あるいは新しいメールボックスや

フォルダを作ったり、フォルダの中にメール

ボックスを移動したりする（図8）。

図6: メールボックスを作成する（「新規」
を選ぶ）

図7: メッセージを選んで保存するメールボ
ックスの名前を選ぶ

図8: メールボックスの整理や削除をする
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【フィルタを使ったメールの自動分類】

メールを整理するのにとても便利なメー

ルボックスだが、実は仕分けの作業がとて

も面倒くさい。これまでずっとマック版

Eudoraの世話になっているが、受け取った

メールを各メールボックスに振り分けるだ

けでヘトヘトになってしまう。Eudora製品

バージョンのフィルタ機能を使えば、こう

した無意味な作業から解放される。設定し

た条件にしたがって、各メールを該当する

メールボックスに自動的に振り分けてくれ

るのだ。このフィルタ機能は、これまでの

パソコン用メールソフトにはなかった

Eudoraの一番の特徴だ。

「ウィンドウ・メニュー」から「フィルタ」

を選ぶと、フィルタ・ウィンドウが表示され

る。ここでフィルタの条件を設定するのだ

（図9）。まず、ウィンドウ左下に見える

「新規」ボタンをクリックする。続いて右側

のヘッダ欄から、判定に使うヘッダを選択。

特定のヘッダだけでなく、全ヘッダやメッ

セージ・ボディを判定対象にすることもで

きる。同時に、いつフィルタにかけるかを

設定する。メールを送受信すると同時に振

り分けさせるか、あるいは必要に応じて手

動で振り分けるかを決めるのだ。

その下の欄には判定のキーワードを入力

し、左側のコンボボックス・リストから判定

条件を選ぶ。判定条件は、「指定したキーワ

ードを含む」「指定したキーワードを含まな

い」「指定したキーワードで始まる」など8種

類ある。また、条件を2種類設定することも

できる。各メールの転送先の設定も必要だ。

右下の細長いボタンをクリックすると、設

定されているメールボックスが一覧表示さ

れるので、そのなかから転送先を選ぶのだ。

【宛先入力を簡略化する

ニックネームと受取人】

メールを書くとき、一番面倒なのがメー

ルアドレスの入力だ。だが「ニックネーム」

を使えば、この面倒な作業が一気に楽にな

る。これはUNIXの「Alias（エイリアス）」

と同じ機能で、前もって特定のメールアド

レスに対応するニックネームを設定しておけ

ば、「To :」フィールドや「Cc :」フィール

ドなどに、このニックネームを入力するだけ

でいいのだ。一つのニックネームには複数の

メールアドレスを割り当てることもできるか

ら、プロジェクトチームのメンバー全員にメ

ールを送ったりするときなど特に便利でい

い。

いずれかのメールボックスを開き、その

なかでニックネームを登録したい人のメー

ルを反転表示させる。次に「特別メニュー」

から「ニックネームの作成」を選択して、

ニックネームを入力。これで設定完了だ。

設定したニックネームを編集することも、

もちろんできる。「ウィンドウ・メニュー」

から「ニックネーム」を選ぶと開くニック

ネーム・ウィンドウで、ニックネームを編

集するのだ（図10）。

頻繁にメールをやり取りする相手を「受

取人」に設定しておくと、メールアドレス

の入力はさらに楽になる。設定は簡単だ。

ヘッダでもボディでもどちらでもかまわない

から、メール中に書かれているメールアドレ

スを反転表示させる。そして、「特別メニュ

ー」の「受取人として追加」を選べば設定

完了（図11）。「メッセージ・メニュー」の

「メッセージの宛先」「返信先」「送信先」

「回送先」にカーソルを合わせれば、設定し

た受取人のメールアドレスがサブメニューと

して表示されるはずだ（図12）。なお、ニッ

クネームも受取人として設定できる。

【Eudoraの登場で整う電子メール環境】

今回試用したのは開発中のβバージョン

だったため、まだ完全に日本語化されてい

ないところや、日本語表記に首を傾げてし

まう部分もあった。また、英語のスペルチ

ェッカーなどまだ使えない機能もあった。

そうした不具合があるにもかかわらず、評

価を忘れいつの間にかメインのメールソフ

トとして使っている。それほど使いやすく

便利なのだ。UNIXと比べて機能的に見劣

りのしていたパソコンのメールソフトだが、

これで電子メール環境もぐっと改善される

のではないか。Eudoraはそんな期待を持た

せてくれる。

図9: フィルターの条件を設定する

図10: ニックネームを編集する 図12: 「受取人」として登録してあると、送信時にメ
ニューから選べる

図11: 「受取人」として登録する
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